
 

 

実効降雨量によるダムアップ現象の検証  
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１． はじめに  

扇状地のように降雨による水位変動の激しい地盤条件において、地下構造物を横断方向に  
構築した場合に、地下水流を遮断することによるダムアップ現象が発生することが知られて

いる。このダムアップ現象について地下水位を実効降雨量でシミュレ－ションすることによ

り、検証されたので報告する。  
２． 地盤と地下水位  

当該地は多摩川の扇状地にあり、層序としては地表面から立川ロ－ム（層厚 2.6m N≒3）、
帯水層である立川礫層（層厚 23.4m N≧50）、青梅礫層（層厚 4.6m N≧50）と帯水層の

基盤面である多摩ロ－ム層（N≧50）からなっている。地下水位は地下構造物の上流側と下

流側の観測井において、平成 7 年から計測されており、図－1.a,b に示すように降雨量によ

り地下水位が急激に変化する地盤である。  
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図－1.a,b 実効降雨量による地下水位予測  
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３． 実効降雨量   

降雨量から地下水位を予測する方法として、当日降雨量のみでなく、それ以前の降雨量ま

でもが影響するという実効降雨量 Rc の考え方（下式参照）を採用し、実効降雨量と地下水位

との関係は比例するとして直線回帰した。  
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実効降雨量のα ,n の決定と地下水位予測式の求め方は図－2 に示す。  
 平成７ ,8 年度の降雨量と地下水位の計測デ－タについて検討を行った。その結果、表－1
に示すように最も相関係数 R が大きい時の減少係数αはα=0.95,経過日数ｎは n=58 日とな

り、これを各々の観測井の予測式とした。  
 

         

観測  

井戸  

減少係数 

(α) 

経過日数 

（n） 

相関係数 

(R) 

回帰直線の傾き 

(A) 

回帰直線のY 切片 

(B) 

0 .90  28  0 .841  0 .0343  146 .47  

0 .92  36  0 .889  0 .0313  146 .32  

0 .94  48  0 .922  0 .0271  146 .14  

0 .950 .950 .950 .95     58585858     0 .9300 .9300 .9300 .930     0 .02440 .02440 .02440 .0244     146 .03146 .03146 .03146 .03     

0 .96  73  0 .929  0 .0210  145 .91  

 

 

Bs-Ⅰ  

0 .97  98  0 .916  0 .0169  145 .78  

0 .90  28  0 .851  0 .0237  146 .32  

0 .92  36  0 .889  0 .0216  146 .24  

0 .94  48  0 .912  0 .0187  146 .14  

0 .950 .950 .950 .95     58585858     0 .9140 .9140 .9140 .914     0 .0160 .0160 .0160 .016 9999     146 .08146 .08146 .08146 .08     

0 .96  73  0 .908  0 .0147  146 .00  

 

 

Bs-Ⅱ  

0 .97  98  0 .890  0 .0118  145 .91  

     
 
                          
４． ダムアップ現象  

表－1 の太文字の予測式を用いた平成 7 年度から 10 年度の予測地下水位の経時変化を図－  
1.a,b に示す。構造物上流側の Bs－Ⅱ（図－1.b）の観測井は下流側の Bs－Ⅰ（図－1.a）の

観測井と異なり、平成 10 年 2 月以降から実測水位が予測水位を大幅に上回っている。この

原因は Bs－Ⅱ観測井の近傍の工事区間では、すでに仮設山留め壁の施工が進んでおり、これ

によって地下水流が遮断され、ダムアップ現象が発生したものと判断された。ダムアップ量

としては、実測水位と予測水位の差と判断され、その値は地下水位の変化に比例し、1～4m
程度で豪雨時を除いて季節的な地下水位の自然変動量の範囲内である。なお、Bs－Ⅰ観測井

は構造物遮断区域外からの地下水の回り込みがあると考えられ、地下水位の低下傾向は認め

られない。  
５． まとめ  

当該地のような降雨による水位変動の激しい地盤条件において、実効降雨量で地下水位を  
シミュレ－ションすることにより、簡易にダムアップ現象を判定できることが示された。こ

の手法が今後のダムアップ現象の解析手法の参考になれば幸いです。  
<参考文献> 1) 渡･小橋 :地すべり･斜面崩壊の予知と対策、山海堂、昭和 62 年 7 月 .PP.213 

NＯ  

αの仮定  

計測期間の実効降雨量 Rc の算定

地下水位 W と実効降雨量 Rc との相関を観る  

直線回帰式 W=ARc＋ B,相関係数 R 

相関係数 R 最大  

減少係数α ,回帰式係数 A,B の採用  

地下水位予測式  

α の ト ラ イ ア ン ド

YES 

表－1 減少係数の設定  

図－2 地下水位予測フロ－  
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